
平成28年６月24日 

 

 魚沼市議会議長 浅 井 守 雄 様 

 

地域医療対策特別委員会 

委員長 佐 藤   肇 

 

地域医療対策特別委員会調査報告書 

 

本委員会は、付託事件について下記のとおり調査したので、魚沼市議会会議規則第

110条の規定により報告します。 

記 

 

１ 調査事件名 （１）医療再編等の経過について 

        （２）議会報告会の総括及び要望等事項の取り扱いについて 

（３）その他 

 

２ 調査の経過  ６月 24 日に委員会を開催し、上記案件について調査を行った。 

         医療再編等の経過等について、執行部から説明を受け、質疑を

行った。 

議会報告会の総括及び要望等事項の取り扱いについて及び今

後の委員会活動について協議した。 

その他で、医師等修学資金貸し付け状況、歯科診療及び小出病

院の解体工事等について説明を受け、質疑を行った。 
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地域医療対策特別委員会会議録 

 

１ 付議事件 

（１）医療再編等の経過について 

（２）議会報告会の総括及び要望等事項の取り扱いについて 

（３）その他 

 

２ 日  時  平成28年６月24日 午後１時30分 

 

３ 場  所  広神庁舎 ３階 議場 

 

４ 出席委員  富永三千敏、佐藤敏雄、岡部計夫、渡辺一美、佐藤 肇、高野甲子雄、 

下村浩延、本田 篤、大屋角政、森山英敏、（浅井守雄議長） 

 

５ 説 明 員  金澤健康課長 

 

６ 書  記  桜井議会事務局長、青柳書記 

 

７ 経  過 

 

  開  会（13：30） 

 

佐藤(肇)委員長  定足数に達していますので、ただいまから地域医療対策特別委員会を開会

します。これより議事に入ります。 

 

（１）医療再編等の経過について 

 

佐藤(肇)委員長  日程第１、医療再編等の経過についてを議題とします。資料が提出されて

いますので、執行部に説明及び報告を求めます。 

金澤健康課長  （資料「経過報告」により説明） 

佐藤(肇)委員長  ただいまの説明及び報告に対し、質疑はありませんか。 

本田委員  新しい看護部長のお名前を教えてください。 

金澤健康課長  新潟県立がんセンターのほうから来られた佐藤順子さんという方が看護部

長になっております。 

佐藤(肇)委員長  ほかにありませんか。（なし）資料で基幹病院並びに魚沼市医療公社の決算

概要ということで資料が提出されておりますので、このことについて説明を求めます。な

お、魚沼市医療公社につきましては議会での審議承認事項になりますのでそのことを踏ま

え、本日は調査というような形でお願いをしたいと思います。 

金澤健康課長  （資料「新潟県地域医療推進機構決算資料」「魚沼市医療公社決算資料」に

より説明） 
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佐藤(肇)委員長  まず「新潟県地域医療推進機構決算資料」説明及び報告に対し、質疑はあ

りませんか。 

森山委員  この秋からもう１病棟、当初計画に近い形にしたいということでしたが、それは

看護師補充の見込みがあるということなんでしょうか。それとも内部の新人看護師が育っ

て対応ができるということなのか教えてください。 

金澤健康課長  看護師の人数的にはもう１病棟開ける状態ではありますが、新卒の方が 29

名ということですので、半年程度訓練をした中でほかのところも含めてシャッフルして、

もう１病棟開けたいということだそうです。 

森山委員  そうすると看護師の数の不足の部分についてはまだまだ募集をかけていかない

とならないというような状況でしょうか。 

金澤健康課長  27 年度の当初の予定としてはもう１病棟開け、開けないところは２病棟だと

いうことで、計画上そういうふうになっておりました。ところが看護師が足りなくて３病

棟が開けられないという状況だったということなんですが、もう１病棟は 27 年度の当初

予定の１年半遅れになりますが、１病棟開けて、あとの２病棟につきましては計画でも 29

年度以降としておりますので、29 年度の採用に向けて、努力をしてかなり今の時点でも確

保されているというような話を聞いています。 

渡辺委員  秋以降にもう１病棟開くということになると思うのですが、そのことによって地

域の小出病院ですとか、そういったところへの影響ですとか、どのようになるかという見

通しは立っていますか。 

金澤健康課長  小出病院、周辺病院への影響なんですけれど、たしか、10％近くが当時は長

岡圏域に行っていたものが、今は２%ちょっとだということなんですけれど、そういった

方々についても、基幹病院で治療ができて、圏域を出なくてもいいという状況になってい

くんだというふうに思っています。 

佐藤(肇)委員長 ほかにありませんか。（なし）次に「魚沼市医療公社決算資料」等について質

疑はありませんか。 

渡辺委員  小出病院のほうは本来であれば療養病床を開けられる予定が今開けられていな

いということなんですけれど、それについて今後どのように対応する予定でしょうか。 

金澤健康課長  今、堀之内病院との絡みで、この冬から４回に渡って、今後の療養病床をど

うするかという検討会をつくって、研究・調査・視察を行っておりまして、ここ１、２週

間くらいで、一定の判断をしなければいけないというような状況になっています。 

渡辺委員  当初に比べると、医療的なベッド数も足りていないということになると思うので

すが、それにプラスアルファして介護を社会的に引き受けている療養病床や老健の役割の

ようになっているところがあるのですが、本来であればやはりついの住みかとなっていっ

て、社会的入院ということであちらこちらの病院を転院しながら行くよりは、本来はつい

の住みかとなる特養ですとか、ミニ特養というところの数の方を増やしていくといったほ

うが、患者あるいは介護される方々にしてみると、その後の健康ですとか、そういったも

のを保っていくことについても、そのほうがいいというふうに言われておりますけれど、

そのあたりとの兼ね合いはどのようにお考えですか。 

金澤健康課長  渡辺委員のおっしゃるとおり、やはり住まいの場所ということで、特養とい

うことなんですが、療養病床については、住まいの場所ではないということなんで、福祉
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のほうで、次の７期の介護保険計画ということになりますけれど、その中でもそういった

ことを考えていかなければならないというふうに思っておりますし、療養病床につきまし

ては今 25 対１で堀之内病院がやっておりますけれど、今度小出病院にできるのは 20 対１

ということになります。25 対１は、今の法令上は来年度、29 年度末で設置期限となりま

して、廃止される予定になっております。ですが国のほうで、社会保障審議会、療養病床

のあり方に関する特別部会というのができまして、６月１日から検討を進めております。

そこの中で住まいという部分についても話し合われるということですので、その経過を注

視しながら今後の病院関係について考えていきたいと思います。 

渡辺委員  今のところをもう尐し詳しく聞かせていただきたいのですが、そのあり方検討会

の中で、療養病床を住まいとしてみなしていくという可能性があるということなんでしょ

うか。 

金澤健康課長  療養病床あり方に関する特別部会については今、厚生労働省の医療部会とは

別に特別委員会ができましたので、そのホームページで資料が出ていますが、まだ議事録

はできていません。そういった中で住まいにできるような形にできないか、という意見が

出ているということで、それが本当にできるかできないかというのは全くわからない状況

です。 

佐藤(肇)委員長  ほかにありませんか。（なし）なければ委員長職を副委員長と交代します。 

大屋副委員長  引き続き質疑を行います。 

佐藤(肇)委員  基幹病院の関係でどうなるかということを聞かせていただきたいのですが、

今回決算で 12 億円余りの負債ということになるわけなんですが、魚沼市もこの基幹病院

の運営する公社に出資しているわけなんですが、この負債の処理の負担割合というのはど

うなるのか、差し当たりの負債はどのような形で回していこうというふうに考えて発表さ

れているのかをお聞かせいただきたいと思います。 

金澤健康課長  基幹病院の赤字につきましては、県のほうが昨年 30億円入れておりまして、

借入金によって、埋めていくとしています。それで計画では 30 年度以降は黒字に転じる

ような計画をしておりますので、フルオープンしたときにどうなるのかということであろ

うかと思います。 

佐藤(肇)委員  そうなりますと差し当たり、魚沼市に負債分の面倒をみるというその予算立

てをしなければならないという、そういった必要はないということで理解してよろしいで

しょうか。 

金澤健康課長  そのように思っております。 

大屋副委員長  委員長を交代します。 

渡辺委員  先ほどのついの住みかというところでの住まいの関係で、もう尐し聞かせていた

だきたいんですが、療養病床が住まいになったとしても看護師の割合ですとか変わってこ

ないとするならば、やはり特養のほうが人材の確保という意味では楽なのではないかとい

う気がしています。そういった意味では特養は県の認可ですけれど、ミニ特養ですと市の

認可ということになるのですが、そのあたりも今後の検討課題として早めにし、たしかに

療養病床が住まいとなればその時にどうなるかという人員の配置ですとか、見えない中で

は何とも言えないんですけれど、両建てで考えていくという方法もあると思うんですけれ

ど、そのあたりいかがでしょうか。 
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金澤健康課長  渡辺委員のおっしゃるとおりだと思いますので特養に限らず小規模多機能

等、いろんなことを考えております。 

佐藤(肇)委員長  ほかにありませんか。（なし）日程第１、医療再編等の経過については以上

とします。続きまして日程第２は委員内の検討という形になりますので、先に日程第３を

議題とさせていただきたいと思いますが異議ありませんか。（異議なし）異議なしと認め

ます。 

 

（３）その他 

 

佐藤(肇)委員長  日程第３、その他を議題とします。執行部から報告等はありませんか。 

金澤健康課長  その他で３点ほど報告させていただきます。１点目は医師等修学資金貸し付

けの状況でございます。現在のところ、医師が３名、看護師は 10 名、貸し付けておりま

す。既に看護師の 10 名のうち２名が小出病院に配置済みであります。看護師については

３年制と４年制大学がありますが、年度ごとに２名から３名の採用になるという計画で、

今進めております。医師につきましては来年度初の修学金貸し付け対象者１名を配置でき

る予定なんですけれど、経験を積むという意味で、すぐに配置をするのかどうなのかとい

うことを医師確保の状況をみながら院長が検討しているという状況です。次に歯科診療に

ついてです。守門の歯科につきましてはご存じのとおり年度末をもちまして廃止させてい

ただきました。治療の終わらない患者さん方にはタクシー券も用意しましたが、もともと

患者数も尐なく、早めの周知によりまして治療が完了しておりました。特段の混乱もなく、

２カ月遅れの診療報酬についても支払いが完了しております。また昨年 11 月 27 日の特別

委員会でも若干お話をしておりますが、医療法の関係で現状の委託契約を指定管理等へと

変更するよう保健所のほうから指導されているという話をしていますが、その歯科につい

ては解消しましたが、湯之谷・入広瀬の歯科については受託者である医療法人徳進会と昨

年度から解消に向け協議を進め、指定管理は法人の都合で受けられないということから、

テナント化であればということで理解をいただき、テナント化の大筋のめどが立ったとい

うところであります。今後は詳細を詰め、来年度から新しい形態に移行したいというよう

に考えております。なお医科の部分についても、守門、入広瀬診療所が魚沼市医療公社と

の業務委託ということになっておりますが、これもうまくないということで、指定管理の

形態に移行すべく今準備を進めているところでございます。次に解体工事についてです。

毎週のように工程会議をしているんですけれど、進めながら外構工事の時期を見極めてお

りましたが来月より管理棟跡地の外構から始めたいというふうに考えております。エント

ランス工事を急いでなるべく雪降り前にということで診療棟の解体及び、西病棟とのつな

ぎの渡り廊下を先行する工程にしたため、現在の仮玄関が短期間でございますが若干狭く

なります。管理棟跡地の駐車場を早期に移設することで利用者の早期利便を図りたいとい

うふうに思っております。なお、周辺住民への周知につきましては、来週の 27 日に説明

会を行う予定としておりますので、ご承知おきください。 

佐藤(肇)委員長  ただいまの説明及び報告に対し、質疑はありませんか。 

森山委員  小出病院の解体と今後の整備ですが、予定どおり進んでいると思うのですが、最

終的には何年何月に全部終わるという見通しでしたか。 
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金澤健康課長  当初 30 年に終わるという計画でありましたが、それを前倒ししながら、今

進めておりまして、今回解体工事につきましては、工程を組んだときには冬には間に合わ

ないかなということで組んでありますけれど、なるべく雪降り前に間に合わせたいという

ことで毎週の工程会議の中で、効率よく進めるということで、組んだ工程より若干早めに

進んでおります。それをやることで、長期に患者の皆様方に不便をかけることなく、早く

玄関が使えるようになればと考えております。 

佐藤(肇)委員長  ほかにありませんか。（なし）日程第３については以上とします。日程第２

は委員内の検討とさせていただきますので、執行部、退席していただいて結構ですので、

お願いします。しばらくの間、休憩といたします。（執行部退席） 

 

休  憩（13：59） 

 

  再  開（14：00） 

 

佐藤(肇)委員長  休憩を解き会議を再開します。 

 

（２）議会報告会の総括及び要望等事項の取り扱いについて 

 

佐藤(肇)委員長  日程第２、議会報告会の総括及び要望等事項の取り扱いについてを議題と

します。議会報告会の資料が提出されております。関係するところということで 2 番、指

定管理の関係についてとそれから 39 番、小出病院のスタッフ不足の関係についてとこの

２点が議会報告会で出されている、意見等であります。この取り扱いについてを協議させ

ていただきます。しばらくの間休憩といたします。 

 

休  憩（14：01） 

 

  休憩中に議会報告会の総括及び要望等事項の取り扱いについて協議 

 

  再  開（14：07） 

 

佐藤(肇)委員長  休憩前に引き続き会議を再開します。２番の指定管理の関係について、当

委員会としても引き続き調査をしていくことに決定しました。そして39番の地域医療の関

係について、看護師等の人員不足、または病床の関係等についても引き続き当委員会で調

査していくということで決定しました。ほかに質疑はありませんか。（なし）以上で、日

程第２、その他を終わります。本日の会議録の調製については、委員長に一任願います。

本日の地域医療対策特別委員会はこれで閉会します。 

 

閉  会（14：09） 

 

 


